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論文内容の要旨
一本論文の構成
本論文『中国憲法の基本問題』は， Iはしがき j， I第一章現行憲法の制定j ， I第二章 国家の性
質j， I第三章国家資本主義と法j， I第四章公民の個人的所有権j， I第五章公民の基本的権利・









第二に， I構成J 上の問題について，章節構成， I公民の基本的な権利および義務」の章の前置，
「憲法監督」の章の増設要求，外国人の庇護権の四点から論述されているO
第三に， I序文」をめぐる問題について， I序文」の必要性および法的効力，個人名の導入問題，歴
史的記載ーとくに党の地位と役割， I人民民主主義独裁実質上すなわちプロレタリアート独裁j ， I四
つの現代化j，政治協商会議の地位と役割，外交政策の七点から論述されている。
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会第三田中央委員会総会> (一九七八年十二月)以来，中国は「人民戦争論J r農業基礎論J r 自力更


































第一に，憲法上の諸問題として，個人的所有権の憲法上の構成について， (1) 主体と客体， (2) 相続






第二に，中国の一大論争点である， 1労働に応ずる分配j， 1ブルジョア的権利J 論争との関係につ












第三に，一九六二~六三年の個人的所有権論争について， (1) 個人的所有権の来源， (2) 1定息」の






































































一定の寄与をなそうとするものである O また，申請者の監訳になる『中国憲法概論Jl (董成美編著，
成文堂，一九八四年)と併読することによって，日本と中国の憲法研究者の問題関心・研究視角の異
同が明らかになるであろうし，日中法学交流の上に一つの素材を提供するものであるO
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論文審査の結果の要旨
本論文の学位に値いする特徴について述べる。
(1) 独創性(独自性)について 各章ともに他の論者に見られない，独自の内容を有しているO
(2) 体系性について 本論文において，中国憲法の基本問題がすべて論じられているわけではない
が，現行憲法の構成順に合わせて，一定の体系性を保持しており，中国憲法の全体的問題状況を
明らかにしているO
(3) 歴史的実証的研究について 中国および日本の関係文献・研究成果を十分に踏まえた研究となっ
ており，とくに一九四九年十月の新中国成立後の憲、法問題について歴史的実証的に考察している。
(4) 比較法的研究について 他の社会主義憲法の動向についても注意が払われ，中国の憲法問題の
固有性と国際的共通性が意識されている。
(5) 先見性(見通し)について 主観や願望におちいらず，客観的研究が一貫しており，中国の国
内的国際的諸条件から中国の抱える困難な問題性を指摘する。
以上に述べたところから明らかなように，博士(法学)に十分に値するものと思料するO
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